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非核平和広島派遣事業の実施にあたって 

 

愛西市は、平成17（2005）年9月9日に「非核・平和都市宣言」を行いました。

原爆による被爆体験が風化されつつある中、核兵器の脅威と人類の恒久平和へ

の願いを改めて訴えることを誓うものです。また、平成 24（2012）年９月には

「平和首長会議」に加盟しました。同会議が提唱する趣旨「世界の恒久平和の実現

に寄与するために、世界の都市と都市が国境を越え、思想・信条の違いを乗り越

えて連携し、核兵器の廃絶に向けて努力する」に賛同し、国内外の都市とともに平

和の尊さを伝えていくためです。 

 

本市では、被爆の実相と平和の大切さ、命の尊さを知り、戦争の悲惨さ、残酷さ

を将来にわたって伝え、戦争や核兵器の無い平和な未来を築くため、市内の中学

生を広島市へ派遣する「非核平和広島派遣事業」を毎年実施してきました。令和７

年度は、８月５日、６日の２日間において、市の代表として中学生２４名を派遣いた

しました。 

生徒たちは、市民の皆様が平和の祈りを込めて折って繋げた千羽鶴を、平和記

念公園内にある「原爆の子の像」に捧げました。そして、広島平和記念資料館の見

学や平和記念式典への参列などを通じて、戦争の恐ろしさ、平和の尊さについて

学ぶことができました。 

 

本書には派遣生徒たちの感想文を掲載しています。実際に現地で見て、聞いて

学んだこと、感じたことを素直に記した感想文です。一人でも多くの方にご覧いた

だき、平和の尊さを改めて感じ、考えるきっかけとなれば幸いです。 

派遣された生徒は、各中学校で事業報告会を行うとともに、翌年の市平和祈念

式では代表生徒が感想文を発表するなど、平和への思いを言葉にして伝えてまい

ります。 

 

 おわりに、千羽鶴の作成、糸通しにご協力いただいた市民の皆様に、お礼を申し

上げます。 

 



                     

令和７年度非核平和広島派遣事業（概要） 

 

目的 

愛西市内の中学生の代表者を広島県広島市へ派遣し、袋町小学校平和資料館、

平和記念公園、原爆ドーム、平和記念資料館等の見学をするとともに、８月６日に

広島市において開催される平和記念式典に参列し、平和の尊さを学ぶ機会とする。 

 また、引率教諭は、行程中生徒を指導し、自身も平和について学んで自己啓発す

るとともに、学校での平和教育等に活かすこととする。 

 

派遣団 

 愛西市立中学校の３年生２４名及び引率者６名（教諭４名・市職員２名） 

 

▪ 生徒（２４名） 

（佐屋中学校） 

藤原 莉玖  竹口 慶志朗  辻󠄀田 光来  寺坂 かなえ 

（永和中学校） 

    加茂谷 修平  中西 総次郎  松田 絢愛  奈佐 琴未 

（立田中学校） 

    伊藤 雅斗  佐々木 千章  大西 紗礼  山田 みき 

（八開中学校） 

    川路 進太朗  藤井 瑞人  今須 紗瞳  岡林 百華 

（佐織中学校） 

    水野 太雅  花木 健優  林 勇太  山下 琳久 

（佐織西中学校） 

    河邊 虎太朗  長瀬 倭  野尻 望恵  里村 新菜 

  

▪ 引率教諭（４名） 

大城 良介（佐屋中学校）  山端 明代（立田中学校） 

三木 茜（八開中学校）   山田 賢（佐織西中学校） 

 

▪ 市職員（２名） 

       伊藤 昭良（学校教育課）  青木 智史（経営企画課） 

 



 

 

実施日及び場所 

 派遣説明会：令和７年７月１日（火） 

          （愛西市役所） 

 派 遣 日 程：令和７年８月５日（火）～８月６日（水） 

          （広島県広島市） 

 

活動内容 

 派遣説明会への参加、副読本の通読 

 「第１回全国平和学習の集い」への参加 

 千羽鶴の献納、献花（平和記念公園内原爆の子の像、原爆死没者慰霊碑） 

 平和記念公園、原爆ドーム、平和記念資料館、袋町小学校平和資料館等の施設

見学 

 平和記念式典への参列 

 派遣事業感想文の作成 

 各中学校において派遣生徒による事業報告会の実施 

 翌年の愛西市平和祈念式において代表生徒４名による感想文発表 



                     

活 動 レ ポ ー ト 

事前説明会 令和７年７月１日 16：30～   ≪愛西市役所南館会議室 1-4≫  

１．主催者あいさつ 

市長、教育長よりあいさつがありました。 

市長から「平和について自分なりに考えてきてください」と激励メッセージを受

け、広島での学習に向けた決意を抱きました。 

 

２．班分け・自己紹介 

各中学校から生徒１人ずつ、計６人の班をつくり、４班

に分かれました。これ以降は班で行動する場面がほと

んどとなります。 

この日が初対面となり緊張しながらも、先生を交えた

自己紹介とアイスブレイクによって、今後行動をする

仲間との親睦を深めることができました。 

 

３．日程等の説明 

市職員より事業の日程について説明がありました。 

実施要領を見ながら、集合時間や各行程、持ち物などを確認しました。 

 

４．事前学習 

戦後まもなく撮影された映像を使用したドキュメンタリーＤＶＤを鑑賞し、原子爆

弾による被害の様子を学びました。 

ＤＶＤで取り扱われているのは袋町国民学校と相生橋で、それぞれ１日目と２日目

に訪れる予定の場所です。戦後すぐの様子を見ることによって、現地を訪れる際と

の違いに目を向けることができるようになりました。 

また、令和７年度非核平和広島派遣事業では「第一回全国平和学習の集い」に参加

し、全国の小中高生とディスカッションを行うため、より事前学習への意欲が高ま

りました。 



                     

広島派遣 １日目 令和７年８月５日  ≪広島県広島市内≫  

１．袋町小学校平和資料館 １2：3０～ 

袋町小学校平和資料館を見学しました。 

資料館内には被爆者の所在を記した壁のほか、被爆によるけが人がそこにいたこと

を示す跡もあり、救護所となっていた当時の姿を思い起こさ

せるものでした。 

家族を探す様子を記録したビデオを視聴して、原子爆弾投下

によって日常が急変してしまったことを学びました。 

 

２．全国平和学習の集い 14：00～ 

全国平和学習の集いは、公益財団法人広島平和文化センター

が主催する学習会で、８月５日の平和学習の集いには日本全

国から１３自治体・１２９人の小中高生と４９人のユース・

ピース・ボランティア（広島の中高生で構成される、広島か

ら平和のメッセージを発信する団体）が参加しました。 

ユース・ピース・ボランティアによる原爆被害の説明と、被

爆者である才木幹夫さんの被爆体験講話を聴講することで原

爆による被害の甚大さ、悲惨さを再認識するとともに思いや

りによる行動の大切さを学びました。 

その後、「あなたの地元では、第二次世界大戦中にどのような

被害を受けましたか」と「今、平和でない状態とはどのよう

なことがありますか。それはどうしたら解決できると思います

か」の２テーマについて、グループディスカッションを行いました。

他自治体の参加者と意見を交わしあい、平和な状態を作るために身近なところから

取り組んでいくことを確認しました。 

 



                     

広島派遣 ２日目 令和７年８月６日  ≪広島県広島市平和記念公園内≫  

１．平和記念式典（広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式）へ参列 ８：００～ 

午前６時４５分に平和記念公園へ向け出発し、平和記念式典へ参列しました。 

式典が始まる１時間以上前から平和記念公園には長蛇の列ができており、平和へ

の想いは共通のものであることを再認識しました。今年度は新たに 4,940名の

原爆被害死没者の名簿が奉納されました。 

厳かな雰囲気の中、広島市長の平和宣言、こ

ども代表の宣言などを聞き、平和への想いを

新たにしました。 

 

平和記念式典に参列した後には原爆死没者慰

霊碑に献花をしました。 

碑に刻まれた「安らかに眠ってください 過ち

は繰返しませぬから」の言葉を間近で見て、戦

争の惨禍を忘れることなく、語り継いでいくこ

とが求められていると感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【式典の内容】 

 開式 

   原爆死没者名簿奉納 

    広島市長 

    遺族代表 

 式辞 

   広島市議会議長 

 献花 

   広島市長 

   広島市議会議長 

   遺族代表・こども代表 

   被爆者代表 

   来賓  

 黙とう・平和の鐘 

 平和宣言 

   広島市長 

 放鳩 

 平和への誓い 

   こども代表 

 あいさつ 

   内閣総理大臣 

   広島県知事 

   国際連合事務総長 

 ひろしま平和の歌 

 閉式 



 

 

2．原爆の子の像・原爆ドーム見学 9：3０～ 

市民の方々の祈りが込められた折り鶴を原爆の子

の像に奉納しました。 

奉納場所には世界各地から寄せられた千羽鶴が無

数に奉納されており、平和を祈る想いの大きさを

実感しました。派遣団一人ひとりが千羽鶴を奉納

し、手を合わせて平和を祈念しました。 

 

千羽鶴の奉納後、原爆ドームの見学をしました。 

原爆ドームは原爆投下地点のわずかに北西に位置し、ほぼ垂直に爆風を受けた

ために外壁と骨組みが残っています。元の立派な姿を思わせる遺構を見学し、

原子爆弾の威力の甚大さを感じ取り

ました。 

 

３．広島平和記念資料館見学 11：0０～ 

広島平和記念資料館を見学し、原爆被害に関する資料を閲覧しました。 

館内には被爆直後の実相を写した写真や、物品、手紙などが展示されており、衝

撃的なものも少なくありませんでした。書籍等で読んで学ぶ以上に戦争の悲惨

さが訴えかけられているように感じられました。 



派遣生徒感想文



想いを背負って 

 

                佐屋中学校 寺坂 かなえ 

 

 80 年前のあの日、一発の原子爆弾によっていつも通りの生活は一瞬で地獄と化し

ました。 

 私は非核平和広島派遣事業に参加させていただき、被爆者の想いを直接感じられる

貴重な経験をすることができました。戦争は決して起こしてはいけないものだという

ことは私自身もわかっていることでしたが、どこか自分の中で現実味のない遠い出来

事だと感じていたのかもしれません。しかし、語り部さんのお話や、原爆資料館など

に行って私の考え方は変わりました。一発の原子爆弾により、一瞬にして街は焼け野

原となり、人々は皮膚がただれ、なかには黒焦げになり即死してしまった方達もいま

した。それが数人ではありません。何万人もいたのです。語り部さんのお話からは、

生き延びた方の心の痛みや辛さを深く感じとることができました。軽いやけどや傷を

負っていなくても、残留放射線によって白血病などの後遺症に悩まされた方も居たの

です。 

 私は平和記念式典に参列し、心に残った言葉があります。それは「ほんの少し行動

することが、いずれ世界の平和につながる」という言葉です。平和を願うだけではな

く、平和にするにはどうすればいいのか、考えそれを発信していくことが平和につな

がるのだと強く感じました。 

 私はこの事業に参加する前、戦争についてよく理解しているつもりでした。ですが

それは違いました。戦争を理解するということは、平和や人々の命の尊さについて考

え行動に移し、核廃絶に向かって学び直すことなのではないかと思いました。 

 終戦から 80 年が経つ今こそ、改めて平和について考えていかなければならないと

思いました。原爆により亡くなられた方々、生き延びられた方々のためにもこの事実

を、実際に見て学んできた私が伝えていかなければならないと思いました。また今も

なお戦争を続けている国がある事実に背を向けず、平和を願い続けていきたいと強く

決意しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



「思いやる」 

 

                     佐屋中学校 辻田光来 

 

 私は非核平和広島派遣事業に参加し、戦争について多くの貴重な学びを得ることが

できました。この事業に参加するまで、学校での授業やニュースなどで原爆・戦争の

ことを聞くくらいの経験しかありませんでした。また、どこかで「近年、日本で戦争

は起きていないから」と戦争そのものから目を逸らしてしまう自分がいたかもしれま

せん。実際に現地を訪れ、袋町小学校や原爆ドーム、平和記念資料館で、戦争の悲惨

さや恐ろしさを目の当たりにしてとても衝撃を受けました。原爆によって骨組みだけ

になってしまった原爆ドームは、核兵器の恐ろしさを物語っていました。また、平和

記念資料館では、原爆投下によって亡くなってしまった子供達の遺品のお弁当や三輪

車、7 年後に発掘された遺骨の写真を見て、心が苦しくなりました。それと同時に、

こんなに多くの人から多くの幸せを奪った核兵器を、今も 9 カ国が所持している状況

が恐ろしいなとも感じました。 

 平和学習の集いに参加して、心に残っている言葉があります。それは被爆者である

才木幹夫さんが何度もおっしゃっていた「思いやる」という言葉です。身近でよく聞

く「思いやる」という行動が、戦争に繋がっているとは一切考えていませんでした。

しかし、思いやることで平和への一歩を踏み出せるというお話を聞いて、戦争がもう

二度と起きないように思いやりの心を大切にしていきたいと強く思いました。 

 私は平和非核広島派遣事業に参加して、戦争を経験していない私たちの世代こそが

戦争や平和の大切さ、命の尊さについて意識を向ける必要があると感じました。戦争

を経験した方々から直接お話を聞ける機会は徐々に減ってしまいます。だからこそ、

私たちが戦争について学び、後世に伝え続けていかなければなりません。私も、広島

で見て学んだ戦争のこと、平和の大切さ、命の尊さを多くの人に伝えていきます。

今、当然のように続いている毎日は突然に奪われるかもしれないという危機感をも

ち、「思いやる」心で身近なことから幸せな世界につながる行動をしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「戦争・原爆の恐ろしさ」 

 

                       佐屋中学校 竹口 慶志朗 

 

 僕は、今回非核平和広島派遣事業に参加させていただき、考えを深めることができ

ました。教科書で見たり家族や先生から話を聞いたりした経験から、戦争や原爆のこ

とを知っていると思っていました。しかし、受け継いでいく為に残っている原爆ドー

ムや平和記念資料館、袋町小学校などを訪れ、この 2 日間で戦争・原爆の恐ろしさに

ついて改めて考えることができました。 

 特に印象に残っているのは、平和記念式典に参列した際の事です。僕は、式典で平

和宣言や平和への誓いを聞いたときに、ただ平和を願うのではなく、今の自分にでき

ることはないのかと考えることができました。また、式典中に聞いた「広島平和の

歌」は、聞く前と後で印象が異なりました。聞く前は、平和を願う明るい曲なのだろ

うと思い込んでいました。しかし、実際に聞いた僕は、平和への思いよりも先に怖さ

を感じました。印象が変わったのは、現地を巡って戦争の悲惨さを目の当たりにした

ことで、曲に込められた戦争に対しての強い思いや悲しみ、恐怖を感じ取れたからだ

と思います。 

 また、平和学習の集いでは、同じ愛西市の中学生のみではなく、県外から多くの中

高生が参加し、意見を交える機会がありました。それぞれの地元でどのような戦争の

被害があったのかを各グループで話し合い、意見を出し合ってまとめていきました。

新しい発見や今まで知らなかった事も多くありました。 

 「We're Peace-Loving Citizens!」（平和を愛する市民）を合言葉に、非核平和広

島派遣事業に参加し、貴重な体験ができたことに感謝しています。この 2 日間を通し

て、目で見て、感じたことを心に刻み、想いを繋いでいきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



広島派遣について 

 

                   佐屋中学校 藤原 莉玖 

 

 私は、非核平和広島派遣事業に参加させていただいて戦争・原爆の恐ろしさについ

て改めて学び、知ることができました。 

 この派遣事業では様々な施設や式典に見学・参列をさせていただきました。私は平

和記念資料館が特に印象的に残っています。訪れる前から私は、戦争を行わない方が

良いとは思っていました。また、戦争はどちらかがすぐに降伏して終わるものだと簡

単に考えていました。しかし、実際は原爆が使われるほどの惨劇へと発展し、たった

一発の原爆でその地域が壊滅的な被害を受けました。原爆が無差別に多くの命を奪う

最悪な兵器であることを知り、恐怖を感じ、展示で足が止まってしまったことを今で

も覚えています。また平和記念資料館には、子供達の遺品や火傷などの被害を受けた

後の資料などが多く展示してありました。私は、日本でこれだけの痛ましい出来事が

おきてしまったことを知り、戦争を経験した人々の悲しみや憎しみ、恐怖を何度も何

度も感じ取ることができました。 

 さて、原子爆弾が世界のどこかにあることは果たして「平和」だといえるのでしょ

うか。私は、原子爆弾を持っている国が、原子爆弾を持たない国を脅して何でもでき

てしまう世界を作ってはいけないと強く思います。原爆を使った国を恨み憎むことで

は、平和な世界を作ることはできません。私たちは、これからできることを常に考え

行動し、原爆や戦争のない世界を目指していく必要があると考えています。その為に

もまず私は、今回参加させていただいた派遣事業で学んだこと・感じたことを家族や

友人に話して、平和への想いを繋いでいきたいです。 



広島派遣 

 

永和中学校 加茂谷 修平 

 

僕は、8月 5日、6日に非核平和広島派遣事業に参加してきました。僕は、初めて

広島市を訪問しました。これまでは広島での戦争の辛さなどは聞いたことがありまし

た。ですが、実際に訪れたことで戦争・平和について間近で感じ、より深く考えるこ

とができました。 

僕は最初に袋町小学校にいきました。そこには原爆が落とされた時のまま残された壁

がありました。80年前のこの場所で楽しく学校に通っていた子どもたちは突然命を

奪われてしまったことを知りました。たった一発の原爆のせいで一瞬にして子どもた

ちの未来が奪われたと考えると、とても胸が苦しくなりました。 

次の平和学習の集いでは広島だけでなく、日本のさまざまな地域でも被害がたくさん

あったことを知ることができました。戦時下の日本ではどこにいても空からの攻撃が

迫ってきました。僕は今空からたくさんの爆弾が降ってくると考えただけでゾッとし

てしまいます。そして被爆者である才木幹夫さんの話を聞きました。そのお話を聞く

中で僕の胸に深く刻み込まれた言葉があります。それは「互いの理解」です。自分を

相手の立場に置き換えて考えてみることで、自分のあやまちなどに気づくことがあり

ます。気づいて正しい方向に進み直すことができます。これが全世界の人々にできた

ら、戦争、喧嘩、いじめはなくなります。僕はこの言葉がその通りだと思いました。

僕たちが才木さんのような語り部さんの意思を引き継いでこれからの人生に生かして

いきたいです。 

そして広島派遣２日目の８月６日には平和式典に参加しました。原爆投下から長い年

月が経った今も人々が平和を願い、祈りを捧げている姿を見て、平和の大切さを実感

しました。献花をしているときには亡くなってしまった人たちの思いを受けようと意

識し、これからの自分の生活で何ができるか考えました。 

僕は広島派遣を通して、たくさんのことを学び、戦争の辛さ、怖さを学び、「命の重

さ」を強く感じました。この体験を絶対に忘れず、戦争のない未来を作りたいと強く

思いました。 

 



広島派遣 

 

永和中学校 松田 絢愛 

 

私は、2日間の広島派遣事業の中で戦争による被害について、様々なことを学びまし

た。1日目の最初に袋町小学校に行きました。袋町小学校には、広島に原爆が落とさ

れる前後のことがたくさん書かれていました。原爆の前、一度警報が鳴り、その後解

除されたそうです。そこで、ほっと一息ついた時に、原爆が投下されました。原爆が

投下された後、袋町小学校の壁は広島の人々の伝言板として使われました。そのため

小学校の壁には、様々な人の名前が刻まれていました。小学校の最上階には、たくさ

んの千羽鶴が飾られていました。それらは、袋町小学校の６年生が折ったそうです。

また、入り口には原爆が落ちた瞬間の写真などが飾られていて、原爆の怖さを感じま

した。その後私達は、ホテルで広島市主催の全国平和学習の集いに参加しました。そ

こでは、被災者の方の話を聞いた後、全国から集まった中学生と2つの議題について

話し合いました。1つ目の議題は、「あなたの地元では、第二次世界大戦にどのような

被害を受けましたか。」でした。空襲によって都会だけでなく、武器の工場がある田舎

も被害を受けたことを知って、本当に戦争はたくさんの人の命を無差別に奪ってしま

うのだなと思いました。2つ目の議題では、「今、平和でない状態とはどのようなこと

がありますか。」について話し合いました。いじめや戦争を防ぐには、どちらにも、お

互いに相手を知ろうとする気持ち、思いやりの気持ちが大切だということがわかりま

した。そして話し合いを通して、友達との関係も、国同士の関係も、大切なことは同

じなのだなと気づきました。 

２日目は、平和記念式典に参加しました。とても大切な経験になったと感じまし

た。その後に、平和記念公園をまわって、千羽鶴を原爆の子の像の下に飾り、広島平

和記念資料館で広島の戦争についての記録を見ました。この2日間で戦争についての

理解がより深まりました。核兵器を世界から1つ残らず無くすことが、世界平和への

第一歩だと強く思います。 

 

 



 

 

広島派遣 

 

永和中学校 中西 総次郎 

 

私は、愛西市の非核平和広島派遣事業で２日間広島に行きました。私たちは初め

に、袋町小学校に行って、市民が連絡を取るために校舎の壁に刻んだ文字を見まし

た。その文字を見て、原子爆弾が被爆者だけでなく家族などの親しい人にも影響を与

えることがわかりました。それでも自分の大切な人を諦めずに探し続ける人たちの気

持ちの強さも同時に感じました。 

次に、私たちは、平和学習の集いに参加しました。そこで原子爆弾が広島の広範囲

を数千度の熱風で焼き尽くしたと聞いて、当時の広島がどれだけ悲惨だったかを考え

させられました。また、被爆者を探しにきた親族の方々の中にも残留放射線を浴びた

ことで苦しんだ人もたくさんいたと聞いて、原爆というものは、多くの罪なき人の命

を無差別に奪ってしまう、あってはならない兵器と感じました。その後、被爆された

方の話を聞いて、被爆者の苦痛や核の非人道性、そして平和のためには、思いやる心

を持って、お互いが理解して認め合い、利己的な考えをやめて、周りのことを考える

ことが大切だと教えていただきました。 

そして２日目に広島の平和記念式典に参加しました。平和宣言や平和への誓いで

は、このことを風化させないという思いが伝わってきて、自分もこの派遣事業で見聞

きしたことを忘れたくないと感じました。そして、原爆の子の像に千羽鶴を奉納した

時に、全国各地からの千羽鶴が奉納されていて、全国の人々の平和を願う気持ちが広

島に集まって一つの大きな力になっているように感じました。 

最後に、私たちは広島平和記念資料館に行き、被爆者の遺品などを見て、当時の原

子爆弾の威力がどれくらいだったのかが生々しく残っていて、原爆の恐ろしさを目で

見て実感することが出来ました。 

私は広島派遣を通して、戦争や原爆は恐ろしい物という考えがより強くなりまし

た。この広島派遣は私にとって非常に貴重な体験になりました。私の体験したことや

平和の体験を周りの人に伝えていきたいです。 

 

 



広島派遣 

 

永和中学校 奈佐 琴未 

 

世界唯一の被爆国である日本では、広島と長崎に落とされた原子爆弾が瞬く間に街

を焼き尽くし、数え切れないほどの人々の命を奪いました。戦後８０年という長い年

月が経っているのにも関わらず、家族と会えていない方や後遺症が残っている方が今

でもいます。 

１日目の平和の集いでは実際に戦争を経験した方からお話を聞いたり、戦争の映像

を見ました。その日は何もない普通の日だったけれども、たった一つの爆弾によって

日常が奪われたことを聞いた時、想像以上の爆弾の威力に恐ろしさを感じました。ま

た映像の中には一瞬にして人が居なくなる映像があったり、痛みにもがく人、水を求

める人が居たりしました。私はその映像を見て、驚いたと同時に悲しい気持ちになり

ました。きっと、私たちには想像できない痛み、哀しみで溢れかえっていたのだろう

と思います。    

また、建物に対しての被害は授業などで知っていましたが、人に対しての被害はよ

く知りませんでした。２日目に行った平和記念資料館で 原子爆弾が人に与えた被害に

ついて知ることができました。特に印象に残っているのは、戦争で負傷した患者を治

療している写真と火傷で全身の皮膚が爛れている写真です。私はその写真を見て言葉

を失ってしまいました。モノクロの写真からでも痛々しさが伝わってきました。たと

え長い年月だろうともその恐ろしさや悲惨さを訴えかける写真だと感じました。  

私は非核平和広島派遣事業を通して戦争に対しての見方が大きく変わりました。戦

争や紛争などの国際問題に対し、きっと自分には関係がないことだろうと思っていた

自分がいました。しかし、１００年も２００年もこの出来事を伝えていかなくてはな

らないと思うようになりました。戦後８０年が経ち戦争を経験した人も僅かになって

きました。 その中でも悲劇を繰り返さないために自分ができることを考えることが大

切だと改めて思います。  

 

 



広島に行って分かった事実 

 

立田中学校 伊藤 雅斗 

 

広島派遣で訪れた平和記念公園、原爆ドーム、平和記念資料館、そして平和記念式典を

通して、広島で起きた出来事が、想像以上に恐ろしく、残酷で悲しいものであったことを

深く感じました。 

原爆ドームは、1945年8月 6日に起きた原爆投下の悲惨な状況を今に伝える場所で

した。実際にその場に立つと、原爆の恐ろしさや、命の重みを感じさせられました。近く

の川では、手を合わせて頭を下げている外国人の姿を見かけました。後から、それは原爆

で水を求めて川に飛び込んだ人々のことを思っての行動だと知り、その姿に心を打たれま

した。また、平和記念資料館を訪れ、実際の写真や地図、映像などを見ました。当時の惨

状がリアルに伝えられていて、自分の中の想像をはるかに超えていました。 

平和記念公園には、たくさんの花が献花されており、多くの人々の平和への思いが伝わ

ってきました。私たちも平和への思いを込めて、折り鶴を添え、献花をしました。平和記

念式典で聞いた広島市長や広島の学生たちの話、そして石破総理のスピーチ、どの話も、

戦争や原爆の残酷さ、何より平和の大切さを強く訴えていて、心に深く残りました。 

今回の派遣を通して、これまで自分が考えていたよりも、戦争や原爆というものは、ず

っと難しく、そして恐ろしいものだと痛感しました。そして、「自分に何ができるのか」

「これからどう生きていくべきか」という思いが自然と湧いてきました。 

広島の人々が体験した恐怖や悲しみ、また平和を願い続ける強い思いを、自分の中に受

け止め、これからの生活に生かしていきたいと思います。そして、この貴重な体験を、地

元・愛知で多くの人に伝えていきたいです。 

 



広島に行って 

 

立田中学校 佐々木 千章 

 

「水をくれ。」酷い火傷を負い、喉の渇きを訴える人々。「生きている人はいない

か！」死体が並んでいる川で生存者を探す声。 

1945年 8月 6日、午前8時15分。１つの原爆によって、広島の人々の当たり

前の日常が奪われた。 

広島の平和記念資料館を見学して、言葉では言い表せないほどの胸の痛みを感じ

た。全身の皮膚がただれ、助けを求めてさまよう人々の絵。原爆で亡くなった人が使

っていた遺品。ケロイドや白血病などの後遺症に苦しめられた人たちの写真などが展

示されていた。これらの資料を見て感じたことは、事前に調べた時に思った「怖い」

や「危険だな」という感想をはるかに超えた感情だった。 

平和記念式典では、小学6年生による平和への誓いがあった。『いつかは訪れる被

爆者のいない世界』という言葉が深く心に刺さった。戦後80年となり、被爆者の高

齢化が進んでいる。僕が危惧するのは、実際に原爆の被害を受けた人がいなくなる

と、残るものは史料だけになってしまい、現実味がなくなり、ただの史実としてのみ

残され、原爆投下の記憶が風化していってしまうのではないかということだ。原爆の

残酷さが忘れ去られた時、また核が使われてしまうのではないかと考えてしまう。 

それを防ぐために、広島派遣に参加した僕達にできることは、原爆によって失われ

た広島の人々の大切な日常を忘れずに、広く発信し、周りの人たちが核兵器の非人道

性、残忍さについて考えるきっかけを作ることだと思う。 

最後に、戦後80年を生きる僕たちの使命は、皆が他者に対して思いやりの心をも

ち、核は二度と落としてはいけないものだという強い意志を抱き、平和な世界を築い

ていくことだと思う。 



広島 
 

立田中学校 山田 みき 

 

初めて訪れた広島は、「本当にここが原爆の被害を受けた場所なのか」と思うほど信

じられないほどの都会でした。しかし、資料館を巡るうちに、原爆被害のあまりの悲

惨さに言葉を失っていきました。爆心地から近い袋町小学校に、被爆当時の頑丈な校

舎が残されていて、当時は避難場所や救護所となっていたそうです。校舎の壁は、は

ぐれた家族や知人の消息を知るため、伝言板として使われていました。それを見て、

80年前実際に被爆者がここで必死に大切な人を探していたと知り、その人たちがど

んな思いでいたのか、ほんの少しわかった気がします。 

平和学習の集いでは、才木幹夫さんの被爆体験を聞きました。幹夫さんの父親は、

爆心地近くにいたため、腕にひどい火傷を負い、時間が経つと皮膚がただれてしまっ

たそうです。周囲には、全身に火傷を負った人も多く、熱さと喉の渇きに苦しみなが

ら、水を求めてさまよっていたと聞きました。その姿があまりにもかわいそうで、幹

夫さんが水をあげたところ、「水をあげると死んでしまう」と他の人に言われたそうで

す。助けたいのに助けられなかった無力さや悔しさを感じたと語っていました。 

平和記念資料館にも、全身に火傷を負った人々が水を求めてさまよう絵や、皮膚が

黒く焦げた写真、爆心地周辺の写真などが展示されていました。特に、さまよってい

る人たちを描いた絵は、とても衝撃的でした。絵や写真を通して、当時の状況の過酷

さがよりはっきりと伝わってきました。また、平和記念資料館には、当時中学生の遺

品として、焼け焦げた学生服や生徒手帳も展示されていました。本来なら私と同じよ

うに学校に通い、友達と楽しい毎日を過ごしていたはずです。しかし、戦争によって

その日常を奪われ、原爆で命を落としてしまったことを思うと、胸が締めつけられる

思いがしました。 

平和とは何か。私は「戦争がなく、安心して暮らせる状態」だと思っていました。

しかし、平和学習の集いでさまざまな地域の学生の意見を聞き、「思う平和」はそれぞ

れ違っていましたが、心と体が傷つけられないことが平和の共通点であると気付きま

した。平和を実現するためには、まず身近ないじめをなくすことが大切です。いじめ

をなくすには、相手の気持ちに寄り添い、「自分がされたら嫌なことはしない」という

当たり前のことを実行することが必要だと改めて感じました。これは戦争も同じで

す。しかし、今も戦争が起こり、核兵器も存在しています。核がある限り、その脅威

も消えません。広島や長崎の経験から、核の恐ろしさは世界中が知っているはずなの

に、それでも無くならないのは「自分さえ良ければいい」という考えがあるからでは

ないでしょうか。もし一人一人が相手を思いやる心をもてば、世界はもっと平和に近

づけると思います。 



広島に行って 

立田中学校 大西紗礼 

 

私は、愛西市非核平和広島派遣事業に参加し、実際に現地を訪れて戦争と平和につ

いて学びました。参加前は、「平和＝毎日ご飯が食べられて、夜も安心して寝られる」

というイメージだったのですが、現地での体験を通じて、その印象は変わりました。 

袋町小学校平和資料館に展示されていた伝言文字が記されている壁に、娘を探す母

親の伝言や、自宅の住所の伝言などが沢山書かれているのを見ました。それから当時

の人たちが絶望の中でも生きることや、伝えることを諦めなかったことが分かりまし

た。 

平和学習の集いのテーマ①では、地元だけでなく、他の地域の被害を知りました。

なぜその地域が攻撃の対象になったのか、どんな被害を受けたのかなど戦いの根源か

ら今の状況まで詳しく考えさせられる機会になりました。テーマ②では、今、平和で

はない状態とはどのようなことか、その解決方法は何かということに対してグループ

ディスカッションを行いました。平和ではない状態として、軍事的なこと以外にも貧

困や差別、いじめなどの意見が出ました。私はその時、身近なところにも平和でない

状態が潜んでおり、なかなか解決が困難な問題があると気づきました。 

また、才木幹夫さんのお話の中で「お互いを理解する」「利己的にならない」という

言葉を何度も耳にしました。その言葉は才木さんが強く思っていることで、特に私た

ちに伝えたいことだと思います。被爆者の方から、直接話を聞ける機会はとても貴重

で滅多にないことなので、この思いを私たちが後世に伝えていかなければならないと

改めて認識しました。 

原爆ドームは、写真で何度も見たことがありましたが、実際に目の前に立つと、た

だの「遺構」ではないことを体感し、当時の悲惨な状況が想像できました。平和記念

資料館は、思っていた以上に圧倒されました。展示には、一目見ただけでも目を逸ら

したくなるような写真や絵がたくさんあり、私と同じ年の方の遺品もありました。被

爆者の中にも、自分と同じくらいの人がいたと思うと悲しくなりました。 

この二日間を通して、平和の尊さや今私たちがすべきことを学ぶことができまし

た。また、平和とは一部の人たちが幸せなことではなく、誰もがその人らしく生きら

れることだと気づきました。そして、今回学んだことを周りの人に伝えて、皆で平和

への努力をしていきたいです。 



平和な未来の実現 

 

八開中学校 今須 紗瞳 

 

「世界平和を祈っている」「悲劇を繰り返したくはない」被爆者から聞いた言葉が今

も心に残っています。8月6日の平和記念式典。多くの人が平和への祈りと、核兵器廃

絶への願いを語っていて、胸が苦しくなり何とも言えない気持ちになりました。振り返

ると、そこには今にも崩れてきそうな原爆ドーム。こんな姿になっても今も残っている

ことと、そんな原爆ドームに対し、深々と頭を下げている人、何百とある千羽鶴を見て

多くの人が平和を願う強い思いを感じました。その後、平和記念資料館を訪れました。

私たちと同じようにいつも通りの毎日を送り、笑って過ごしている人たちの写真を見ま

した。その光景が次の写真で一変しました。1つの爆弾で多くの人々の命が消え、生き

延びてもなお苦しんだ人がいるのだと知りました。なんの罪もない人が、これからの未

来に夢と希望をもった人があの日、全てを失い犠牲になった衝撃の事実を見て胸が苦し

くなりました。火傷の写真、黒い雨を浴びた人々、小さな子の三輪車、あの日の全ての

資料が残っていました。思い出したくない悲惨なあの時の資料が今でも残っているとい

うことは、あの日の虚しさ、原爆の恐ろしさを伝えたいという被爆者の思いがあると思

いました。 

前日の平和学習の集いでは、被爆した人の話を聞き、全国の小中高生とのグループデ

ィスカッションを通して、平和とは何かを考え話し合いました。戦争は誰も幸せにはな

りません。人と人とが傷つけ合い、苦しむ社会が原爆投下から80年経った今でも続い

ています。今核兵器を持っている国は９カ国もあり、ニュースを見るたび心苦しい気持

ちになります。いつ平和な世界が訪れるのだろうか。しかし、平和は訪れるものではな

く自分たちでつくるものです。平和な社会をつくるために、一人ひとりが相手を思いや

る気持ちを持ち続けることが大切だと学びました。 

非核平和広島派遣事業に参加したことは私にとって、とても貴重な経験になりました。

平和と核兵器廃絶を願う気持ちがより強くなりました。私たちが平和をつくることで、

世界は変えられます。戦争、核兵器がない世界中の人々が幸せに暮らせる未来を実現す

るために。 

  



行ったことによる学びと平和への気づき 

 

八開中学校 岡林 百華 

 

今回の非核平和広島派遣では、平和記念公園や原爆ドーム、平和記念資料館の見学、

そして平和記念式典への参加を通して、戦争や平和について深く考える貴重な機会とな

りました。平和記念公園を訪れたとき、まず感じたのは静けさでした。しかし、その静

けさの中にこそ、「二度と同じ悲劇を繰り返してはならない」という強い思いが込めら

れているように感じました。原爆ドームを目の前にしたとき、建物の姿は今も当時のま

ま残されていて、原爆のすさまじい威力と痕跡がはっきりと伝わってきました。写真や

映像では知っていたつもりでも、実際にその場所に立つと、より現実感をもって原爆の

恐ろしさを感じました。 

平和記念資料館では、被爆者の遺品や写真、証言などが展示されており、一つひとつ

の展示が心に突き刺さりました。特に、ある被爆者の日記には、日々の苦しみや恐怖、

そして希望を捨てずに生きようとする強い気持ちがつづられていて、深く心を動かされ

ました。 

原爆投下から 80 年という節目から平和学習の集いがあり、「今、平和でない状態と

はどのようなことがありますか」というテーマについて他都道府県の小中高生と話し合

いました。その話し合いを通して、「いじめ」や「誹謗中傷」など、身近な問題も平和

と関係していると知り、とても驚きました。これまでは、戦争や暴力だけだと考えてい

ましたが、人を傷つける言葉や行動もまた、平和を壊す原因になると知りました。平和

記念式典では、世界中から多くの人々が集まり、平和への祈りを捧げていました。広島

市長や被爆者代表の言葉からは、今を生きる私たちが過去を忘れず、未来の平和を築く

責任をもっているという強いメッセージが伝わってきました。 

この広島派遣を通して、戦争の悲惨さや平和の尊さを頭だけでなく心と体で理解する

ことができました。そして、私たち一人ひとりが「「平和を守ために何ができるか」を考

え、行動することの大切さを学びました。 



平和な世界を 

 

八開中学校  藤井 瑞人 

 

１９４５年 8月 6日、午前 8時 15分。広島市の上空 600メートルで原子爆弾が

さく裂した。その1発の爆弾によって彼らの当たり前だった日常が消えた。 

僕は、今回の派遣事業で初めて広島に行きました。戦争や原爆についても授業で習っ

たことぐらいしか知らず、原爆で人々がどんな被害にあったかまでは詳しく知りません

でした。しかし、現地へ行き、原爆ドームや平和記念資料館を見学したり、平和記念式

典に参列したりしてその本当の恐ろしさを改めて感じました。その中で特に印象に残っ

たのが平和記念資料館で見た資料です。爆風などによって誰なのかわからないぐらい全

身が火傷に覆われ、皮膚がただれている人の写真や原爆症を患った人々の写真など、被

爆当時の状況をそのまま映し出したかのような資料がたくさんありました。正直、信じ

がたい、見るだけで辛い気持ちになるようなものばかりでした。しかし、原爆はそのく

らい恐ろしい、この世にあってはいけないもので、被爆者は想像のつかないくらい痛く

て、辛くて、悲しい思いをしたのだと真に感じました。 

また、平和記念式典に参列して、僕は子供代表の人たちの「 被爆者の声を次の世代へ

語り継いでいく使命が私たちにはあります。」という言葉も印象に残りました。たしか

に子供達が言うように、原爆投下から８０年が経った今、被爆者の方々から直接話を聞

く機会は少なくなってきています。だからこそ、今この事実を私たちが知ろうとし、被

爆者がこの世を去った後も次の世代へ自分たちが同じような歴史を二度と繰り返さな

いように語り継ぐ必要があると思いました。 

広島派遣でそれらの本当の悲惨さを知らなければ、このように戦争そして原爆につい

てここまで深く考えることはなかったのではないかと思います。だから、広島派遣を通

してこうやっていろいろと学べたことはとても貴重な経験になりました。この経験を忘

れず、次のステップへ活かしていきたいです。そして、より多くの人がこの事実を知り、

相手に常に思いやりをもって考えて接する世の中、今世界中にある核兵器がなくなった

平和な世の中になって欲しいです。 



原爆の恐ろしさ 

 

八開中学校  川路 進太朗 

 

僕は、愛西市の非核平和広島派遣事業に参加し、広島に訪れました。実際に原爆ドー

ムを見たり、平和記念資料館を見学したり、ガイドの方からの話を聞いたことで、行っ

てみないと分からない原爆の恐ろしさや戦争の悲惨さを、心から実感しました。 

資料館には、焼け焦げた衣服や歪んだガラス瓶、当時の被爆者の日記などが展示され

ており、それら一つ一つが「 命」の重みを伝えていました。特に当時、同じ年齢の中学

生が原爆で亡くなっていることを知ったとき、 もし自分だったら」と考えると、胸が

締め付けられる思いがしました。また、ガイドの方の話から、原爆で大切な家族を失い

ながらも、平和を願い続ける人たちの強さと優しさにグッとくるものがありました。 同

じ悲劇を二度と繰り返してはいけない」という言葉を、僕は忘れないと思います。 

僕は、非核平和広島派遣事業に参加したことで貴重な体験をしました。この体験を通

して平和の大切さを実感すると同時に、これを自分の中でとどめておくのではなく、同

じ世代の仲間や友達をはじめ、もっとたくさんの方々に知ってもらいたいです。世界中

の人たち一人一人が平和について考えることができれば、戦争や暴力、差別などもなく

なっていくと思います。 

今現在の被爆経験者の平均年齢は86歳を超えています。なので、今生きている若い

世代の僕たちがたくさんの方々に伝えていかないといけません。まずは、身近な人に話

してみることが平和への第一歩となるでしょう。 



 

 

非核平和広島派遣事業で感じたこと 

 
佐織中学校 水野 太雅 

 

私が非核平和広島派遣事業で感じたことは、２つあります。 

１つ目は、戦争がどれほど悲しいものであったかということについてです。袋町小

学校の見学では名前や伝言が書かれた壁があり、家族や友人を心配する気持ちが伝わ

ってきて、悲しくなりました。被爆者の方のお話では、全身に火傷を負った人たちに

水を求められていた時のことを聞きました。その方は、飲ませてあげたそうです。し

かし、兵隊に「水を飲ませるな、飲ませたら死んでしまう」と叫ばれたそうです。こ

の話を聞いて私は怖くなり、同時に悲しくなりました。また、原子爆弾は、戦争に直

接関係ない人々にまで危害を加えていたことを知り、ひどいと思いました。平和学習

の集いではさまざまな市区町村から来た人達とグループディスカッションをしまし

た。その中で、広島の人々が他の地域に行っても「広島の人」というだけで差別を受

けていたという話を聞き、とても驚きました。戦後に差別があったことは、とても悲

しいことだと感じました。 

２つ目は、今の平和について考えたことです。ディスカッションでは「今、平和で

ない状態とは何か」についても話し合いました。差別やいじめがその一例として挙げ

られ、これらの問題を解決するためには、「相手のことを知ること」「話し合いで解決

しようとすること」「相手に歩み寄ること」が大切だという意見が出ました。こうした

話を通じて、平和でない状態が意外と身近にあるということに気付きました。平和記

念式典では核弾頭の約９割をロシアとアメリカが保有していること、ウクライナとロ

シアの戦争や中東の紛争が続いていることを知り、平和がまだまだ遠いものであると

感じました。また、平和宣言で「世界に向けて平和を目指そう」と呼びかけていたこ

とが心に残りました。 

今、私たちにできることは、戦争について知ること、話を聞くこと、調べること、

そしてそれを語り継いで未来に残していくことだと思います。 

  



 

 

広島の歴史を学んで 

 
佐織中学校 花木 健優 

 

私は、非核平和広島派遣事業に参加し、原爆ドームの見学や平和記念式典に出席し

ました。初めて原爆ドームを訪れたとき、その姿に言葉を失いました。今にも崩れ落

ちそうな建物は、かつての惨状を今に伝えており、戦争の残酷さがひしひしと伝わっ

てきました。あまりにも無惨な光景に、胸が締めつけられる思いがしました。 

原爆の破壊力は想像を絶するもので、数万人の命が一瞬で奪われ、多くの人々が家

族や友人を失いました。その悲惨さと恐ろしさを目の当たりにし、戦争の愚かさを改

めて感じました。戦争は決して人々を幸せにせず、多くの尊い命を一瞬で奪ってしま

うのだと、深く心に刻まれました。 

平和記念式典では、被爆者の方々の言葉を聞き、平和の尊さを改めて実感しまし

た。戦争の悲劇を繰り返さないためには、私たち一人ひとりが平和の大切さを心に刻

むことが必要だと強く感じました。戦争の恐ろしさを知ることは、自分たちの未来を

守ることにも繋がります。 

今回の経験を通して、戦争の悲惨さを伝えることの重要性を深く実感しました。私

たち一人ひとりが歴史を学び、戦争の悲惨さを忘れずに語り継ぐことが、未来の平和

を守る第一歩です。教育や啓発活動を通じて、次世代に平和の価値を伝えることも重

要です。 

自分の思いを広く伝え、多くの人々と共有していくことは、より良い未来を築くた

めに大切だと考えます。さらに、多様な文化や背景をもつ人々と交流し、相互理解を

深めることも平和構築において重要です。私たちが未来に向けて行動を起こすこと

で、偏見や差別を減らし、共感と協力の精神を育むことができます。未来の子ども達

に、平和な世界を手渡すために、私たち一人ひとりができることを考え、実践してい

きたいです。私も、平和のためにできることを考え、少しずつでも行動していきたい

と思います。二度と戦争や悲劇が繰り返されないよう、平和な世界を築くために努力

していきたいです。 

  



 

 

原爆の恐ろしさと平和の尊さ 

 
               佐織中学校 林 勇太 

 

 広島派遣を通して、私は戦争の恐ろしさと平和の大切さを実感しました。これまで

学校の社会科の授業で戦争や原爆について学んできましたが、教科書や映像で得た知

識と、実際に広島を訪れ自分の目で見たことは大きく異なり、戦争の恐ろしさを強く

感じました。 

特に印象に残っているのは、平和記念式典に出席したことです。多くの人々が集ま

り、犠牲となった方々を追悼し、平和を祈る会場の空気はとても厳かで静かでした。

しかし、そこには強い思いが込められているのを感じました。黙祷の時間、会場全体

が一瞬で静まり返り、平和の尊さと命の重さを心から感じることができました。平和

記念式典に立ち会うことができたのは、自分にとって大きな意味があり、生きていく

上で忘れられない経験になりました。 

また、広島平和記念資料館での見学も印象的でした。そこで展示されていた焼け焦

げた衣服や肌、壊れた建物などの生々しい写真は、今自分たちが暮らしている生活と

同じ日常が原爆によって一瞬で奪われたことを示していました。自分がもしその場に

いたらどうなっていただろうと考え、原爆の恐ろしさと命の尊さをより深く思い知ら

されました。 

原爆ドームや平和記念公園を訪れたときにも、多くの犠牲者の上に今の自分たちの

平和があるのだと改めて意識しました。慰霊碑の前で手を合わせたとき、自分が平和

な日常を当たり前に過ごすことができていることへの感謝の気持ちが湧きました。 

今回の広島派遣での経験を通して、平和を守ることは誰かに任せるのではなく、自

分自身が考え行動していくべきことだと強く感じました。戦争が身近にない世代だか

らこそ、学んだことを語り継ぎ、日常の中で「平和は当たり前ではない」と意識し

て、生きていくことが大切だと思います。この経験を忘れず、平和を守る１人として

できることを実践していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

広島派遣を終えて 

 
佐織中学校 山下 琳久 

 

原爆投下からちょうど８０年となる８月６日、私は広島を訪れた。前日とは街の様子

が大きく変化し、あたり一面が静まり返っていた。 

訪れた平和記念公園では、朝から多くの人々が集まり、花や折り鶴を手向ける姿が見

られた。それは単なる追悼の儀式ではないように感じた。中には涙を浮かべながら祈り

を捧げている人もいた。 

原爆ドームの前まで行くと、崩れ落ちた壁や歪んだ鉄骨が、当時の悲惨さを物語って

いるように思えた。８０年という長い歳月が流れた今もなお、人類が経験した核兵器被

害の惨禍を伝え、その姿を残し続けるために修復が行われているそうだ。このことから、

過去の悲劇を風化させず、次世代へと伝えていくことが大切だと思った。 

広島平和記念資料館では、被爆直後の街の様子や焼け焦げた衣類、核兵器の危険性が

まとめられた資料などがあった。その一つひとつに、生きていた人の思いが込められて

いたと思うと、胸が締め付けられた。数字で語られる被害の大きさより、一人ひとりの

人生が一瞬にして奪われたという事実が、どれだけ悲惨なことであるかを改めて考える

ことができた。 

今回は平和記念公園だけでなく、袋町小学校平和資料館も訪れた。ここには被爆後の

情報を伝えるための伝言が残された壁や、怪我をした患者の名前が彫られた木の柱など

が残されていた。かつて子どもたちの学びの場であったこの場所も、被爆直後には多く

の人々の救護所となったという。その場に立つと、怪我をした人々の多くが倒れ、苦し

んでいた光景が浮かび、言葉を失った。このことから、原爆は人の命だけではなく、日

常や人々の笑顔など多くのものを奪ったことが分かった。同時に、現在の広島の街に

人々の暮らしや笑顔が溢れていることが、強く印象に残った。 

過去の悲劇を忘れず前に進み続ける広島は、人間の強さそのものだと思った。 

今回の訪問を通して、平和を願うことは単なる理想ではなく、今を生きる私たち一人

ひとりの責任だと実感した。「平和」とは何か、その言葉をどのように自分と結びつけ

るのかを考え続けることが、今の自分にできることだと思う。 



 

 

「広島で見た『画面越しじゃないもの』」 
 

佐織西中学校 河邊虎太朗 

 

 1945年 8月 6日午前８時15分、広島に原子爆弾が投下され、尊い命が失われ

た。終戦から80年経ち、被爆者の方々もどんどん少なくなっている今、自ら学び、

広島のことだけでなく日本全体の出来事として自分の記憶に刻み込む。そういった気

持ちで今回の広島派遣へ参加させていただきました。 

 今回の２日間は、全ての時間と活動が貴重な時間でした。小学校の見学、グループ

ディスカッション、式典への参加、千羽鶴のお供え、原爆ドーム・資料館の見学、ど

の時間でも日本の戦争について学ぶことができました。特に資料館ではインターネッ

トのようにモザイクが無く、多くの衝撃を受けながらも関心を深めることができまし

た。私はそんな写真たちを見て、「この被爆者達の状況や、遺体の状態を見て、当時

の住民・救助隊や遺族の方達はどんな思いだったのだろうか。いやきっと感情移入し

きれないほどの複雑な思いが当時の人たちにはあったのだろう」と考えていました。

資料館に飾られていた一枚の写真だけでも、当時の人々の表しきれない感情が溢れて

いました。 

 私は原爆について、「当時のアメリカからしたらこの原子爆弾は最高の兵器・日本

からしたら最悪の兵器だったのだろう」と思いました。資料館で苦しんでいる人たち

の写真を見ました。原爆は「どっちが悪い」ではなく、そもそも産んではいけない兵

器だったと強く感じました。でも確かに日本が起こした太平洋戦争によって、実際に

アメリカ・日本といった国に関わらず多くの方が戦争によって亡くなりました。もし

かしたら、その状況を打開するために原爆を作ったのかもしれませんが、それでも原

爆は作るべきでも、使うべきでもなかったと思いました。 

 私は 80年経った今でも、こうして広島で式典が行われ、全国や世界の人々が広島

に来て式典に参加していることに対し、素晴らしいと思いました。なぜならそんなこ

とは、世界中の人たちが核兵器や戦争に対する「平和」という強い想いを持っていな

ければできないことだからです。あと何百年、何千年、何万年と続いていっても、八

月六日は世界中の人たちが広島に来ることは、人の思いが絶えない限り、永遠に続け

ていって欲しいと思います。 

 今まで、歴史の授業やネット・ニュースでしか戦争のことを知りませんでした。し

かし、今回の体験を通して、戦争というものをより身近に感じることができました。

普段はあまり深く考えられなかった原爆のこと、被爆者の事、あの日に起きていた

事。その多くを２日間で以前よりも考えを深めることができました。だからこそ、全

国の学生や、まだ広島に行っていない大人たちは、広島に行き、原爆ドーム・資料館

を見て、被爆者の方々の話を聞き、「過去の出来事」から「これから起こしてはいけ

ない事」へと意識を変える必要があると私は思いました。日本人として、この生々し

さ、憂鬱さ、哀しさ、虚しさは経験するべきだと強く思いました。 



 

 

「世界平和への一歩」 

佐織西中学校 長瀬倭 

 

私は、愛西市による非核平和広島派遣事業に参加し、広島を訪れ、原爆ドームや平

和記念資料館、平和記念公園などを見学しました。これらの場所を実際に訪れ、実際

に自分の目で見ることで、教科書や資料では得られない深い学びを得ることができま

した。 

平和記念資料館では、原爆投下当時の被害の様子が記録されている写真、原爆によ

り命をなくされた方々が遺した遺品、当時の様子を描いた絵などが展示されていまし

た。私が特に印象に残っているのは原爆の熱により中身が丸焦げになってしまった折

免滋くんの弁当箱です。お弁当を持って出かけていくなどの当たり前の日常が原爆に

より一瞬で奪われてしまった現実を目の当たりに感じ、「もし自分や周りの人

が、、」と想像してしまい、戦慄しました。 

また、原爆ドームを実際に自分の目で見た時、今まで教科書などで見てきた写真と

は比べ物にならないほどの迫力を感じました。思っていたものよりも大きく、その建

物が半壊させられるほどの威力を持った原爆を生身の身体で受け、亡くなってしまっ

た人々のことを考えると胸が締め付けられる思いになりました。 

私はこの非核平和広島派遣事業を通し、今私たちが平和な状態で平穏な日常を過ご

せているのは当たり前ではないのだということに気づきました。そして、この平和は

多くの犠牲によって成り立っていることを学びました。戦争が終結して約80年が経

ち、戦争経験者が減ってきてしまっています。当時の状況、戦争による脅威がどのよ

うなものだったのかを後世に伝えることができる人がいなくなってしまい、これから

生まれてくる子供たちが戦争のことを全く知らないという状況になってしまいます。

そのような状況が生まれると、戦争が再び起こり、過去の惨状がまた繰り返されるこ

とになってしまいます。そのため、私たちは戦争について戦争経験者から聞き、それ

を周りの人に伝えていく必要があります。たくさんの人々が戦争について知り、再び

起こってはならないということを理解すれば、世界は平和に近づくでしょう。 



 

 

戦後８０年の私達 

                                                                              佐織西中校 野尻 望恵 

 

非核平和広島派遣事業に参加して、どうしたら平和に近づけるのかが少しわかった気がしま

した。1日目の「第一回全国平和学習の集い」で実際に被爆された方のお話と大学の助教授の

方のお話を聞きました。実際に被爆された方のお話を聞けただけでも、この会に参加できて良

かったと感じました。お話を聞いて、生きるか死ぬかは運でしかなかったのだと改めて思いま

した。 

印象に残っていることは、自己中心的・個人主義をやめろ、利己的はいけないと仕切りに話

されていたことです。この他にも心に響くものや考えさせられる内容が多く、私がその時にし

たメモの中で残しておきたいものを記します。「『今自分さえ良ければいい』は直していかな

ければならない」「先に謝れや憎いなどの話になってはいけない、相手の立場になって慈しみ

合う」です。これらの言葉は何度も反芻しました。その度に思考がぐるぐると巡ります。          

大学の方の話では、「平和は作ってもらうものではなく、できることを積み重ねて作ってい

くもの」「身近で平和作りをすれば世の中の緊張を和らげ信頼で繋がれる」という内容が印象

に残っています。私は、この方のお話を聞く前は、戦争を無くしていくのには話し合いをする

ことが大切だと思っていたので、私たちが身近でできることはないと考えていました。しか

し、話を通して、人が作っている、人が運営している社会だから一人ひとりの意識が変われば

社会は変わっていくのだと思えました。たくさんの人が今より少しでも広い心を持って、人に

接すれば社会がそして世界は変わっていくのだと思います。 

２日目の平和記念式典では、市長、県知事の話が戦争を忘れつつある中での発言に一石を投

じるような内容だったことを覚えています。また、平和記念資料館では、事前学習で、少しだ

け見た大江健三郎の『ヒロシマ・ノート』の「エピグラフ」というものに載っていた「後世の

人々の誰が理解できましょう？我々が光明を知った後、再びこのような暗闇におちいらねばな

らなかったことを」と書いてあった意味がわかりました。 

最後に立ち寄った資料館のはじめに、戦争が始まる前の広島の街並みが壁一面に貼ってあっ

て、それを見て今とそんなに変わらないような生活をしていたことを知りました。水泳の大会

も行われていたし、車のようなものもありました。そんな生活が、私たちで言うスマートフォ

ンなど娯楽が充実している生活が、一気に奪われてしまうことが想像できて苦しかったです。

また、被爆した方々の写真や絵を見て、なぜ小説や詩の中で被爆してすぐの状態の方を「人だ

ったもの」と表現しているのかもわかりました。 

事前学習や実際に行って学んだときに、目を背けたいとたくさん思いました。けれども、学

ばなければなにも始まらないとも思いました。知ることで戦争はいけない、核はいけないと思

うことができると思います。戦後80年になって、あの時に経験した苦しみなどが忘れ去られ始

めていると思います。また、忘れた故に原爆の被害を軽視する発言や、戦争や人同士の対立感

情を煽る発言が増えてきている世の中だと感じています。そんな今の時代こそ、昔に経験した

苦しみを知って欲しいし、風化しないように繋いでいきたいです。 



 

 

時代を越えて 

 

佐織西中学校 里村 新菜 

 

８月６日午前８時１５分、平和記念式典での会場の静けさの中、黙祷の合図と共に

平和の鐘の音がゴーンと鳴り響きました。原爆で亡くなれた方々の色んな思いが込め

られているように感じ、とても重みのある響きでした。「二度と同じ過ちを繰り返さ

ないように。」と私も祈り、目を閉じました。 

次に向かったのは平和記念資料館です。薄暗い空間に一歩足を踏み入れると、まず

目に飛び込むのは、服が皮膚に焼き付いて剥がれなくなっている人や、焼け野原とな

り何もなくなってしまった街でした。他にも、熱線で溶けたガラス瓶や、焼け焦げた

壁など無機質な展示物の数々です。熱線で壁に焼き付いた人影は、その一瞬の出来事

の恐ろしさを、言葉を超えて伝えてきているようで、まるで自分がその場にいるかの

ような錯覚に陥りました。人が一瞬にして焼け爛れ、一瞬にして消えてしまう熱とは

一体どのくらいなのか。私達には想像もできません。無惨な亡くなり方をした、当時

の被爆者の方々を思うと、心が締め付けられるようになります。さらに、心を揺さぶ

られたのは、被爆された方々の遺品や手記です。焼け焦がれた学生服、ぼろぼろにな

った三輪車、そして懸命に生きようとした人々の苦労と、それでも失われなかった希

望が書き綴られた手記を見て、何不自由なく今を生きる私たちに重く問いかけられて

いるように感じました。 

資料館は、ただ悲惨さを伝えるためだけの場所ではなく、なぜ核兵器が開発され、

使用されるまでに至ったのか、そしてその後の被爆者達の苦しみや、平和への願いが

どうであったかを、静かに、そして力強く語りかけているようでした。 

平和式典での「いつかはおとずれる被爆者のいない世界」という言葉。被爆者の方

のお話も、永遠に続くわけではないのだと気付かされました。戦争の記憶が風化して

しまわないようにするには、私達一人一人の行動にかかっています。多くの人が戦争

の事実を知り、戦争の恐ろしさを後世へ伝えて行く事が、未来の平和を守る力になる

と思います。 

人も狂わしてしまう戦争を二度と繰り返さないために、平和を守るためにできる事

を考え行動していきたいと思いました。 



平和学習の集い
ワークシート

「平和学習の集い」とは？

公益財団法人 広島平和文化センターが主催する平和学習プロ
グラムで、被爆体験講話聴講等の平和学習会に加え、全国の小
中高生とのグループディスカッションが行われました。

愛西市が参加した８月５日の回には、１３市区町村・１２９
人の小中高生と４９人の広島の中高生ボランティアが参加しま
した。

グループディスカッションテーマ

①「あなたの地元では、第二次世界大戦中にどのような被害を
受けましたか。」

②「今、平和でない状態とはどのようなことがありますか。そ
れはどのようにしたら解決できると思いますか。」




















































